
　平成22年12月、保育園に通園している家庭を対象に、現在の保育の状況と公設民営化に関する

アンケートを実施しました。アンケート結果を南部町ホームページでも公表しています。

総世帯数：274 回答数：204 回答率：74.5%

　保育園の現状に対しては、一部の項目を除い

て「満足・おおむね満足」という回答が90%を超

えており、おおむね良好な運営状況と思われま

した。気がかり、不満に思う部分については、「施

設」、「保育サービス」が主に回答され、施設の老

朽化に伴う整備や不審者への対応、土曜日午後・

0歳児保育の実施が施設間で異なること、保育

時間の延長などに対する意見と思われます。

　この結果を今後の保育園運営の具体的な検

討課題として、対応を検討していきます。

　「ある」と答えた人が54.4%（111人）と一番多

く、次いで「わからない」25.0%（51人）、「ない」

17.2%（35人）となっています。

　不安の主なものは、保育内容が変わるのでは

ないか、子どもや保護者と職員のコミュニケー

ションがうまくいかなくなるのではないかと

いうものでした。

　町では、公設民営化となっても4園とも同じ

保育方針の下に運営を行います。また、これら

の保護者の不安をふまえて、平成23年度から

保育園の指導・調整を行う保育リーダーを配置

し、保護者と園だけでなく、園同士の連携・調整

を図る予定です。

　「今のままでよい」と答えた方が61.3%（125人）、

「保育時間を延長してほしい」21.1%（43人）、「保

育料金による」16.2%（33人）という回答でした。

　保育時間については、「朝7時から」13.2%と「午

後7時まで」17.1%「午後7時30分まで」6.4%の

保育を望む回答が多くありました。

　延長保育以外に利用を望むサービスについ

ては、「病児・病後児保育」と答えた方が38.0%（108

人）と一番多く、町内での病児・病後児保育のニ

ーズが高いことが分かりました。次いで休日保

育と答えた方が21.1%（60人）と多く、保護者が

働くためのサポートが望まれています。

「賛成」と「反対」と答えた人がそれぞれ18.6%（38

人）と同数で、「条件付きで賛成」が25.5%（52人）。

「わからない」と答えた人が36.3%（74人）と多

くおられました。

〈賛成〉

・保育時間がのびたり、保育士さんにかか　

る不安がなくなるのは良いことだと思います

<条件付きで賛成>

・民営化になっても、悪い所は改善され、　

良い所は絶対に変えないこと

<反対>

・質の低下につながる。将来的な町内保育　

園数の減少を危惧する

<わからない>

・今の時点でどう変わるのか想像できません
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